
令和３年 11月 10日 

Poco a poco …     

           48期生 リーグ戦“優勝＆昇格”有終の美で飾る‼ 

高校サッカーは一区切り‼ 高校生活は続く‼ 

2021 Team リーグ最終戦は 3－0勝利で “優勝＆昇格” が決定‼ 

４８期生 “有終の美” を飾り 高校サッカーを締め括る‼ 
早いものでカレンダーは 11月となり、今年も残すところ二か月を切りました。10月末から日中

は比較的暖かい日が続いています。さて、冬の代名詞である、第 100回を迎える選手権大会東京都

予選もＡ・Ｂブロック決勝進出チームが出揃いました。Ａブロックは国学院久我山 VS 堀越そして

Ｂブロックは大成 VS 関東一の組み合わせとなりました。特に、同地区の強豪校で先のリーグ戦や

ＴＲＭを頻繁に行う大成高校には、準決勝で優勝候補の帝京を破った勢いで悲願の選手権全国出場

を果たして欲しいと願っています。新型コロナの影響で思うような活動ができない中で本命は予想

できませんが、13 日の駒沢競技場の決勝戦の舞台に勝利して、メモリアル大会に東京都代表で名

乗り出るのはどの二チーム（東京都は二代表）でしょうか？楽しみです‼ 

2021 ユースリーグ ラスト二ゲーム マッチ・レポート 

10月 31日（日）VS大成 

相手は今年度リーグ最終戦で三年生中心のメンバー。自力優勝の可能性があるだけに高校最後の

ゲームに気合十分で臨んできました。立ち上がりから一進一退の攻防が続く中、前半 10 分に右サ

イドからのセンタリングを合わせて片倉が先制します。しかし、不用意に与えたＣＫからドンピシ

ャで頭に合わされて直ぐさま同点に追いつかれます。その後もお互い決め手を欠きますが、前半 30

分に自陣でのミスから逆転を許し前半を１－２で折り返します。後半は、こちらが運動量で勝り始

め左右のサイドからチャンスを作りますがゴールには至らず。すると、またもや自陣のミスからボ

ールを奪われ見事なミドルシュートを突き刺されます。今までであればここで意気消沈していたチ

ームですが、この日はポジティブな声が良く出ていて、直ぐにキックオフを始め攻めに転じます。

すると、左からのセンタリングをダイビング？ヘッドで一点返し、飲水タイム直前には右サイドの

ポストプレーからのセンタリングを左からボレーで決めて同点に追いつきました。 

残り 20分間は、主導権を握り相手を押し込み決定的な

チャンスを何度も作りますが、大成高校の牙城は簡単に

は崩れません。それでも、勝利を目指し相手ゴールに迫

りますが、後半 40分には前掛かりになっていたところを

ひっくり返され失点を許してしまいます。しかし、ここ

から顔を上げて再び立ち上がり直ぐに攻めに転じるとペ

ナルティーエリア内で倒されＰＫを獲得し、それを落ち

着いて決めて４－４の同点に追いついたところで死闘は

タイムアップ。子どもたちのメンタリティの成長とサッ

カーの面白さを十分に満喫できた好ゲームでした。  ＜努力の先にチャンスは必ず降りてくる‼＞    



11月 3日（祝）VS法政 

いよいよ、48 期生高校生活最後の公式戦の日となりました。法政高校

は、今年度インターハイ＆選手権と二回都大会に進出し、今年のリーグ戦

も 6勝 1分と負けなし。既に、お互い来季の昇格は決定していますが、勝

敗も勝ち点も全て並んだ優勝を掛けた大一番‼今年度のリーグ最終戦は、

まさにユースリーグ優勝決定戦“絶対に負けられない闘い”となりました。                           

決戦の舞台は全て整いました。                    ＜最終戦キックオフ＞   

法政高校のスタートはオール三年生で、優勝に対する強い意気込みを感じました。こちらも、前

節に目標であった全勝優勝という結果こそは途絶えてしまいましたが、最終戦で勝利し有終の美を

飾ることを目指しこのゲームに臨みました。 

立ち上がり、何度も両サイドからチャンスを作り相手ゴールを脅かしますが、長身センターバッ

クを中心に法政も身体を張ってゴールを守ります。しかし、左右のサイドアタックやＧＫからのロ

ングボール、セットプレーで相手に圧力を掛けゴールに迫ります。すると、前半 30 分過ぎに右サ

イドで相手ボールを奪取するとそこからチャンスが生まれ、ゴール中央で打ったシュートのこぼれ

球を突ついたような形で先制すると、前半アディショナルタイムにはＣＫから追加点を奪い、二点

のアドバンテージを得て前半を終了します。 

後半立ち上がりこそは、相手ペースで押し込まれる場面もありましたが、前節の大成戦のゲーム

のイメージがまだ残っているのでしっかりと守備陣が対応できました。また、飲水タイム前にはラ

ッキーな形からシュートが決まり３－０、ここから精神的な余裕も生まれ伸び伸びとプレーができ

ました。その後もチャンスを作りますが追加点は奪えずにゲームはそのままタイムアップ。課題の

フィニッシュの精度は次の代へお預けとなりました。 

2021年度七地区ユースリーグ最終戦は、法政高校に３－０で勝利し（７勝１分 勝ち点 22）、チー

ム目標の“優勝＆昇格”を決め、４８期生は有終の美を飾り高校サッカーを締め括りました。 

 

48期生 “優勝”で有終の美を飾る‼ 思い出は priceless‼ 


